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Ⅰ．はじめに
　障害をもつ人にとってスポーツは，治療やリハビリ
テーションの手段としてだけでなく，楽しみや生きがい
といったQuality of life（生活の質；以下QOL）の向上
に関して大きな可能性をもつと考えられている。在宅脊
髄損傷者を対象とした研究では，スポーツ参加者は不参
加者よりも，趣味や生きがい，目標を持って生活してい
たことが示されている１）。しかし，障害者が日常的にス
ポーツに親しむ環境は十分ではなく，特に重度身体障害
を有する人が参加できる競技や機会は限られている２）。
　重度身体障害を有することが多い電動車椅子利用者が
参加できる数少ない競技の一つに，電動車椅子サッカー
がある。座位を保持することが難しい人や，筋力低下が
著しい人でも，電動車椅子の改造による姿勢保持の工夫
やジョイスティック等を用いた操作方法の工夫によって
競技への参加が可能になる。そのため，神経筋疾患，脳
性麻痺，脊髄損傷などにより重度身体障害を有する電動
車椅子利用者が競技に取り組んでいる。一方で，国内
ルールでは時速６㎞，国際ルールでは時速10㎞という制
限速度内で動き回り，急停止したり，車椅子を回転させ
てボールを蹴ったりする衝撃を体に直接受ける激しい競
技でもあり，競技によって四肢や体幹の機能障害を有す
る競技者の身体に負担がかかるという側面もある。
　重度身体障害を有する人のQOL向上への支援を行う
際に，看護師にはスポーツという選択肢を提案する準備
があるだろうか。当事者の希望に沿ったQOL支援にお
ける多様な選択肢の一つとしてのスポーツ参加につい
て，競技に参加することによる身体面，精神面，生活面
への影響を知り，理解を深める必要があると考える。
　障害者スポーツに関する研究は，理学療法やリハビリ
テーション，スポーツ科学の領域のものが主である。電
動車椅子サッカーに関する研究は少なく，国内ルールと
制限速度が異なる国際ルールによる試合が競技者に及ぼ
す心理的負担に関する報告３）や，筋ジストロフィーを
もつ男児の体に合わせた電動車椅子による競技への参加
及び日常生活の変化に関する報告４），神経筋疾患患者の
QOL向上への支援の一つとして競技を取り入れた効果
に関する報告５）などがあるのみである。電動車椅子サッ
カーあるいは重度身体障害を有する人のスポーツ参加に
関する看護研究は見当たらない。
　そこで，重度身体障害を有する電動車椅子サッカー競
技者がどのような困難を体験しており，困難にもかかわ
らずどのような意義を感じて競技を継続しているのかと
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　本研究の目的は，重度身体障害を有する電動車椅子サッカー競技者が体験している困難と競技に取り組む意義について明
らかにすることである。電動車椅子サッカーに１年以上取り組む重度身体障害を有する成人６名を対象として半構成的イン
タビューを行い，得られたデータを質的帰納的に分析した。その結果，電動車椅子サッカー競技者が体験している困難に関
連して，【社会資源の不足と経済的負担】，【競技者・協力者・練習場の不足】，【怪我のリスクと身体への負担】，【競技の継
続について揺れ動く気持ち】，【医療職の理解不足】という５つのカテゴリーが明らかになった。そして，競技に取り組む意
義に関連して，【毎日の生活の目的，充実感，仲間の獲得】，【自分の身体と生活をコントロールする力の回復】，【より高い
目標をもつこと】という３つのカテゴリーが明らかになった。結果から，看護師は重度身体障害を有する人が競技に取り組
む場合のメリットとデメリットを理解して当事者の自己決定を尊重すること，競技に参加する際に利用できる社会資源につ
いての情報を当事者と家族に提供すること，疾患や障害の理解を踏まえた心理的支援の提供によって，競技者が生きる目的
や自尊心を回復し，価値観を再構築することを支えることの重要性が示唆された。
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いうことについて，競技者自身の語りから明らかにした
いと考えた。本研究結果から，重度身体障害を有する人
のQOL向上を支える看護への示唆を得ることができる
と考える。
Ⅱ．研究目的
　本研究の目的は，重度身体障害を有する電動車椅子
サッカー競技者が体験している困難と競技に取り組む意
義について，競技者の語りから明らかにすることである。
Ⅲ．用語の操作的定義
　本研究における「重度身体障害」とは，両上肢あるい
は両下肢の機能に著しい障害がある場合や，座位を保つ
ことが困難な体幹の機能障害がある状態とした。「競技
への取り組み」とは，競技を始めたり，実際に行った
り，競技に継続して関わろうとしたりする積極的な行動
や態度とした。「競技者の体験」とは，重度身体障害を
有する電動車椅子サッカー競技者が身をもって経験した
こととした。「困難」とは，重度身体障害を有する電動
車椅子サッカー競技者が，競技を行い，継続するなかで
体験している悩みや苦しみや苦労とした。「意義」とは，
重度身体障害を有する電動車椅子サッカー競技者が競技
に取り組む理由及び競技に取り組むことの価値とした。
Ⅳ．研究方法
１．対象
　電動車椅子サッカーを１年以上継続して行っている重
度身体障害を有する成人６名
２．データ収集期間
　平成23年５月～12月
３．データ収集方法
　インタビューガイドに沿って個別に半構成的インタ
ビューを行った。インタビュー内容は，電動車椅子サッ
カーとの出会い，競技を継続している理由，競技に参加
する中で体験している困難，競技に取り組むことによっ
て得られるやりがいや価値であった。具体的には「競技
を始めるときや，競技を続ける中で苦労したこと，困っ
たことがあれば教えてください」，「困難なことがあるに
もかかわらず競技を始め，継続している理由について教
えてください」，「競技を継続する中で得られたものや競
技への参加によって変化したことがあれば教えてくださ
い」などと質問した。インタビュー内容は対象者の許可
を得て録音し，逐語録にした。
４．倫理的配慮
　本研究は，所属する機関の研究倫理委員会の承認を得
て実施した。対象者には，研究の趣旨，参加・協力への
自由意思と匿名性の保障，途中で辞退しても不利益を被
らないことを口頭及び書面で説明し，同意を得た。対象
者による署名が困難な場合は，録音に対する同意を得
た上で，同意の手順を ICレコーダーに録音して記録し，
同意書に立会人の署名を得た。インタビューは，対象者
の希望する日時と場所に合わせ，対象者が疲れていない
か確認しながら，負担がかからないように配慮して実施
した。また，インタビュー内容を逐語録にした時点で，
対象者に削除を希望する部分を確認し，削除した。
５．分析方法
　分析には質的帰納的分析方法を用いた。「競技者が体
験している困難はどのようなものか」，「困難に対してど
のように対処しているのか」，「どのような意義が競技の
継続に影響しているのか」ということを分析の視点とし
た。①逐語録を精読し，競技者が体験している困難及び
競技に取り組む意義に関連する部分を，一つの意味内容
を一まとまりとして抜粋し，含まれる意味が明確になる
ように簡潔な一文として表現し，コードとした。②意味
内容が類似するコードを集め，共通する意味を表すコー
ドを命名した。③さらに意味の類似性に基づいて集約し，
コードを命名するカテゴリー化を繰り返し，最終コード
をカテゴリーとした。カテゴリーを構成する一段階下位
のコードをサブカテゴリーとした。さらに，カテゴリー
について，上記の分析の視点に基づき，カテゴリー間の
関係性を検討した。データ分析は，障害者看護に携わり，
質的研究の経験をもつ２名の研究者とともに，分析結果
と記述データを照合し，研究者間で一致に至るまで検討
し，分析の信頼性・妥当性を高めることに努めた。
Ⅴ．結　果
１．対象の概要（表１）
　対象は重度身体障害を有する電動車椅子サッカー競技
者６名（全員男性）であり，平均年齢29.7±4.82歳（22～
34歳）であった。平均電動車椅子使用年数は14.76±3.97
年（11～20年），平均電動車椅子サッカー経験年数は
10.3±1.7年（７～12年）であった。対象者の障害は，筋
ジストロフィー（３名），脊椎性筋委縮症（２名），脊髄
損傷（１名）であった。24時間人工呼吸器使用者１名，
夜間人工呼吸器使用者１名が含まれた。
２ ．重度身体障害を有する電動車椅子サッカー競技者が
体験している困難と競技に取り組む意義に関連するカ
テゴリー
　逐語録から抽出されたコードの合計は331であった。
分析によって競技者が体験している困難に関連する５つ
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のカテゴリー（表２）及び競技者が競技に取り組む意義
に関連する３つのカテゴリー（表３）が抽出された。以
下に概説する。
１）競技者が体験している困難に関連するカテゴリー
　①　社会資源の不足と経済的負担
　このカテゴリーは，移動支援，練習補助，競技用電動
車椅子購入と維持への補助などの競技への参加を支え
る社会資源の不足と競技を行う上での経済的負担の大き
さを表す。［練習場への移動や練習補助の支援は社会資
源の利用では満たせない］は，障害の程度に応じて支給
されるヘルパー利用時間は十分ではないが，他のことは
諦めて練習優先にやりくりしていることや，ヘルパーの
支援内容に制限があり練習場への送迎は依頼できないこ
とを表す。［社会資源によって補えない部分に家族の支
援が必要である］は，ヘルパーや高額な民間の移動支援
サービスには依頼できないために，家族が練習場への送
迎や試合への同行を行っている現状を表す。家族が週
末も仕事をしているために支援を得ることが難しいと考
えて言いだせなかったが，「家族の勤務形態が変わった
のでようやく競技に参加したいと言うことができた」と
語った競技者もいた。［競技用電動車椅子の購入や維持
のための経済的負担が大きい］は，競技用の電動車椅子
表１　対象者の概要
??
年齢 性別 疾患／障害
電動車椅子
使用年数
競技
年数
罹病期間／
受傷からの期間
身体状況・電動車椅子の操作
現在の生活状況
（就業状況，１週間の過ごし方）
A 30歳代 男 脊髄損傷 10年以上 10年
以上
10年以上
頸部から下の麻痺あり，電動車椅子を
下顎のレバーで操作
就業なし，教員採用試験準備
中，サッカー練習参加２日
B 30歳代 男 筋ジストロフィー 10年以上 10年
以上
20年以上
上下肢の挙上不可・体幹の保持不可，
電動車椅子を指先のレバーで操作
就業なし，地域活動支援セン
ター通所４日，サッカー練習参
加２日
C 20歳代 男 筋ジストロフィー 10年以上 ５年
以上
10年以上
上下肢の挙上不可・体幹の保持不可，
夜間人工呼吸器使用，電動車椅子を指
先のレバーで操作
就業なし，地域活動支援セン
ター通所４日，サッカー練習参
加２日
D 30歳代 男 脊椎性筋委縮症 20年以上 10年
以上
20年以上
上下肢の挙上不可・体幹の保持不可，
電動車椅子を指先のレバーで操作
就業なし，サッカー練習参加５
日
E 20歳代 男 筋ジストロフィー 10年以上 10年
以上
20年以上
上下肢の挙上不可・体幹の保持不可，
24時間人工呼吸器使用，電動車椅子を
指先のレバーで操作
就業なし，就労継続支援B型施
設通所４日，サッカー練習参加
２日
F 30歳代 男 脊椎性筋委縮症 20年以上 10年
以上
20年以上
上下肢の挙上不可・体幹の保持不可，
電動車椅子を指先のレバーで操作
就業なし，サッカー練習参加２
日
表２　重度身体障害を電動車椅子サッカー競技者が体験している困難に関連するカテゴリーとサブカテゴリー
カテゴリー サブカテゴリー
社会資源の不足と経済的負担
練習場への移動や練習補助の支援は社会資源の利用では満たせない
社会資源によって補えない部分に家族の支援が必要である
競技用電動車椅子の購入と維持のための経済的負担が大きい
練習や試合に関わる経済的な負担が大きい
怪我のリスクと身体への負担
衝突や転倒の経験があり，怖いと思う
練習や試合による身体への負担がある
競技者・協力者・練習場の不足
競技者，協力者，審判が少ない
利用できる体育館が限られている
競技の継続について揺れ動く気持ち
病状の進行によって思い描くプレーができないことがもどかしい
病状の進行によって勝つことに価値を置くチームメイトとの距離を感じる
病状の進行によって競技を継続することに不安と葛藤がある
信頼できる人の助言やかつてのチームメイトを思い出し，気持ちを整理して競技を続けている
医療職の理解不足 競技に参加することについて医療職の理解が得られなかった
表３　重度身体障害を有する電動車椅子サッカー競技者の競技に取り組む意義に関連するカテゴリーとサブカテゴリー
カテゴリー サブカテゴリー
毎日の生活の目的，充実感，仲間の獲得
競技の上達や勝利を目指して努力することが楽しい
競技中心の生活が充実している
仲間との交流により成長している
自分の身体と生活をコントロールする力の回復
体調や身体機能を維持できている
行動範囲が拡大している
より高い目標をもつこと
努力を要する高い目標を目指して取り組んでいる
競技の発展や社会の理解を深めることに貢献したい
新たな価値観に基づいた競技への取り組みによって自分らしい生き方を見出している
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の購入，体に合わせた改造，競技で摩耗するタイヤの交
換などのために出費が大きいことを表す。ほとんどの競
技用電動車椅子は外国製で高額であり，通常の電動車椅
子相当額との差額を競技者が支払っていることが語られ
た。また，体幹の保持が困難であったり，脊柱の歪みが
ある競技者が，安定して痛みなく長時間座り，衝撃を受
けても安全に身体を保持できるように，体に合わせて電
動車椅子を改造する必要があった。［練習や試合に関わ
る経済的な負担が大きい］は，競技に関わる出費に対す
る公的補助はなく，練習場使用料，練習場の冷暖房費，
遠征費，大会運営費など負担が大きいという状況を表す。
　②　怪我のリスクと身体への負担
　このカテゴリーは，競技中に衝突や転倒による怪我の
リスクや，長時間の練習や試合による身体への負担があ
ることなど競技自体に伴うリスクを表す。［衝突や転倒
の経験があり，怖いと思う］は，試合中に他の競技者と
衝突して，転倒した経験や他の競技者の激しい転倒を見
た経験をもち，怖いと感じていることを表す。［練習や
試合による身体への負担がある］は，もともと疲れやす
く，風邪が重症化しやすいという傾向があり，さらに体
を電動車椅子に固定して４時間に渡って練習すること
や，試合では一日３～４試合行うことにより，全身の筋
肉痛や疲労，電動車椅子に固定した首や肩の痛みがあ
り，身体への負担があることを表す。
　③　競技者・協力者・練習場の不足
　このカテゴリーは，競技者，競技を支えるスタッフ，
審判，利用できる体育館が不足していることを表す。
［競技者，協力者，審判が少ない］は，競技用電動車椅
子や送迎の支援を手配できなかったり，体調の都合で辞
めたりするために競技者がなかなか増えないことや，練
習補助を行うスタッフや審判が少ないことを表す。［利
用できる体育館が限られている］は，体温調節ができな
い競技者がいるために冷暖房設備があり，段差のない体
育館を利用するが，こうした体育館が少なく，さらに床
が傷つくという理由で電動車椅子での利用を断る施設も
あるため，利用できる施設が限られていることを表す。
　④　競技の継続について揺れ動く気持ち
　このカテゴリーは，進行性の疾患をもつ競技者が，病
状の進行により身体機能が低下していく中で，葛藤や不
安を感じ，競技の継続について揺れ動く気持ちをもつこ
とを表す。［病状の進行によって思い描くプレーができ
ないことがもどかしい］は，病状の進行に伴い筋力が低
下し，電動車椅子の操作が思うようにできず，以前のよ
うにプレーできないことに悔しい思いを持つことを表
す。［病状の進行によって勝つことに価値を置くチーム
メイトとの距離を感じる］は，勝つことに価値を置く考
え方を共有してきたが，勝つことだけが価値あることだ
ろうかと感じるようになり，チームメイトの考え方との
違いを感じることを表す。［病状の進行によって競技を
継続することに不安と葛藤がある］は，試合に登用され
ず，勝つことに貢献できない自分がチームにいる意味は
あるのかと悩み，続けたい気持ちとの間で心が揺れ動く
ことを表す。［信頼できる人の助言やかつてのチームメ
イトを思い出し，気持ちを整理して競技を続けている］
は，車椅子改造技術者の「君よりも大変な状態でプレー
している選手はいっぱいいるよ」という言葉に励まさ
れ，病気が進行してチームを離れたチームメイトの分も
頑張ろうと考えていることを表す。
　⑤　医療職の理解不足
　このカテゴリーは，競技に参加することについて医療
職から理解が得られなかったという体験を表す。具体的
には，主治医や看護師から競技に参加することによる身
体への負担や怪我のリスクなどのデメリットを言われて
辛かったことや，入院中に練習に参加するときには，練
習のために長時間の外出をすることに良い顔をされな
かったという体験が語られた。
２）競技に取り組む意義に関連するカテゴリー
　①　毎日の生活の目的，充実感，仲間の獲得
　このカテゴリーは，競技に参加するようになり，競技
の上達や勝利という目標や，スポーツができる喜びと充
実感，競技を通して出会った仲間が得られたことを表
す。［競技の上達や勝利を目指して努力することが楽し
い］は，自分には出来ないと諦めていたスポーツをする
ことが嬉しく，上達することや勝つことを目指して熱心
に練習に取り組んでいることを表す。［競技中心の生活
が充実している］は，練習以外の時間もチームメイトと
作戦を考えたり，練習中心に生活のスケジュールを立て
たりする毎日に充実感を感じていることを表す。［仲間
との交流により成長している］は，競技を通して仲間が
でき，仲間との交流により自分自身の成長を感じている
ことを表す。具体的には，チームメイトや試合で対戦す
る離れた地域の競技者と知り合い，競技以外のことも話
し合える友人として付き合っていることや，チームメイ
トに温かく受け入れられて競技だけでなく生活面や対人
関係など多くの面で影響を受けて成長してきたこと，新
しいチームメイトに自分がかつて教えてもらったことを
教えていること，内向的であったが自分の意見を言える
ようになったことなどが語られた。
　②　自分の身体と生活をコントロールする力の回復
　このカテゴリーは，主体的な体調管理と安全を意識し
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たプレーによって体調と身体機能を維持し，競技を通し
た経験によって自信を持って行動範囲を拡大しているこ
とを表す。［体調や身体機能を維持できている］は，練
習で普段の生活では動かさない筋肉を使うことや，練習
を休まないために積極的に疲労回復や風邪予防の工夫を
していること，安全を意識して無理なプレーを避けるこ
となどによって良い体調と身体の機能を維持できている
ことを表す。［行動範囲が拡大している］は，競技用電
動車椅子は快適で競技以外の外出が増えたり，試合のた
めに宿泊を伴う遠征をしたりし，バリアフリーでない環
境でも工夫して対処できるという自信をもって行動範囲
を広げることができるようになったことを表す。
　③　より高い目標をもつこと
　このカテゴリーは競技を通して得られた自信や希望を
基盤にして，あるいは身体機能の低下による不安と葛藤
という危機に直面して，多くの努力を必要とする目標や
自分らしい生き方の実現に関する目標を見出していたこ
とを表す。［努力を要する目標を目指して取り組んでい
る］は，電動車椅子サッカーの日本代表メンバーに選ば
れることを目指して練習量を増やして努力したり，教員
採用試験に向けて準備したりしていることを表す。［競
技の発展や社会の理解を深めることに貢献したい］は，
重度身体障害を有する人や一般の人に，競技に取り組む
自分の姿を通して障害があってもスポーツができること
を示し，競技への理解を深めてほしいという考えを表
す。［新たな価値観に基づいた競技への取り組みによっ
て自分らしい生き方を見出している］は，病状の進行に
よって思い通りに競技ができなくなった競技者が，競技
で勝つことを目指すこれまでの価値観ではなく，参加す
ることにも意義があるという新たな価値観に基づいて，
「体力の限界まで競技を続けるプロスポーツ選手のよう
に，自分もボロボロになるまで続ける」という競技への
自分らしい取り組みを通して自分らしい生き方も見出し
ていたことを表す。
３）カテゴリーの関係性
　競技者が様々な困難にもかかわらず，競技に取り組む
意義を感じて競技を継続しているという事象について，
当事者の視点からの理解を深めるために，抽出されたカ
テゴリーの関係性を吟味した。
　先に，競技に取り組む意義に関連する３つのカテゴ
リーの関係性について考える。競技者は，生活の中の楽
しみであり仲間との交流の場である競技への参加によっ
て行動範囲を拡大し，休まず参加するために怪我のリス
ク回避や体調管理をしていた。また，身体管理や行動範
囲拡大に自信をもつことによって，競技中心の毎日をさ
らに充実させ，仲間との交流を深めていくことができて
いた。すなわち，【毎日の生活の目的，充実感，仲間の
獲得】と【自分の身体と生活をコントロールする力の回
復】は，相互に促進し合う関係性と示すことができた。
そして，目的のある充実した生活や仲間との交流，身体
と生活のコントロール感の回復から自信と希望を蓄え，
電動車椅子サッカーの日本代表選手になることや，競技
を通した社会への貢献，就職という新たな目標を持つよ
うになり，これらの目標に向けて身体管理に取り組み，
行動拡大を行い，さらなる充実感をもって毎日を過ごし
ていた。すなわち，【毎日の生活の目的，充実感，仲間
の獲得】と【自分の身体と生活をコントロールする力の
回復】は，【より高い目標を持つこと】を促進し，また
【より高い目標を持つこと】は【毎日の生活の目的，充
実感，仲間の獲得】と【自分の身体と生活をコントロー
ルする力の回復】を促進していると示すことができた。
　次に，困難に関連するカテゴリーと意義に関連するカ
テゴリーの関係性について考える。競技者は無理なプ
レーをしないことで怪我を回避し，練習後に十分な休息
をとることによって競技による身体への負担軽減に取り
組んでいた。すなわち，【自分の身体と生活をコントロー
ルする力の回復】によって【怪我のリスクと身体への負
担】という競技に伴うリスクに対処していると示すこと
ができた。そして，病状の進行によって競技の継続につ
いて悩む競技者が，「参加することにも意義がある」とい
う新たな価値観に基づき，「ボロボロになるまで続ける」
と決断していたように，【競技の継続について揺れ動く気
持ち】という競技者の内面に起こる困難は【より高い目
標をもつこと】を促進し，【より高い目標をもつこと】に
よって【競技の継続について揺れ動く気持ち】に対処す
る関係性と示すことができた。【社会資源の不足と経済的
負担】，【競技者・協力者・練習場の不足】，【医療職の理
解不足】は，競技者を取り巻く環境における困難として，
他の困難と意義に関連するカテゴリーの周囲に配置する
ことができた。さらに，競技への参加に対して，医療職
からは身体へのデメリットを強調されたと語られたよう
に，【怪我のリスクと身体への負担】が【医療職の理解不
足】を促進していると示すことができた。
　以上の検討から，競技者が体験している困難と競技に
取り組む意義に関連するカテゴリーの関係性を図１のよ
うに示すことができた。
Ⅵ．考　察
　重度身体障害を有する人のQOL向上への看護を考え
るために，図１に基づいて，競技に取り組む意義，競技
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に伴うリスク，競技者を取り巻く環境における困難，競
技者の内面に起こる困難という視点から，カテゴリーの
関係性も踏まえて考察し，最後に看護への示唆を述べ
る。
１．競技に取り組む意義について
　上田は，障害によって当事者の心の中に起こる主観的
な障害を「体験としての障害」とし，その克服，すなわ
ち「より高い価値観への転換が行われ，生きる目的や誇
りが回復されること」６）の重要性を指摘している。競技
に取り組む意義に関連するカテゴリーとして抽出された
【毎日の生活の目的，充実感，仲間の獲得】と【自分の
身体と生活をコントロールする力の回復】，【より高い目
標をもつこと】は，充実感や仲間との交流，希望と自信
の獲得，新たな価値観に基づく自己理解などによる「生
きる目的と誇りの回復」を含んでいる。また，【より高
い目標をもつこと】は，価値観を再構築して人生の生き
方に関する新たな目標をもつことであり，「より高い価
値観への転換」と一致する。これらのことから，競技者
が感じる競技に取り組む意義は，競技を通して「体験と
しての障害」の克服に向かうことと重なると考えられ
る。また，３つのカテゴリーは互いに促進し合う関係性
として示されたことから，生きる目的や誇りの回復と価
値観の再構築が競技を継続する中で繰り返し起こること
により，「体験としての障害」の克服に向かっていくの
ではないかと考えられる。
２．競技に伴うリスクについて
　筋ジストロフィーに対して，適度の運動により筋肉の
力を維持することが有効であること７）や，スポーツを
継続する脊髄損傷者は身体機能を維持している８）こと
が報告されており，適度の運動は重度身体障害を有する
人の身体面に好影響があることが示されている。こうし
た認識は医療職にもある程度共有されていると考えられ
るが，重量のある電動車椅子での衝突・転倒のリスク
や，長時間の練習による身体的負担を伴う電動車椅子
サッカーを適度な運動と捉えることへの躊躇から，競技
参加への支持を得にくい事態を招いていると推測され
る。
　本研究結果から，競技に伴うリスクは確かにあるが，
怪我を予防し疲労回復に努めるという競技者の工夫に
よって対処されており，さらに競技者はこうした対処に
よって身体や生活をコントロールする力の回復を感じて
いることが明らかになった。このように，リスクを引き
受け，対処するという競技者の主体的な決定と実行が，
自信をもつことや身体面への好影響を導き出しており，
当事者の自己決定を支えることの重要性が示唆された。
　しかし，生活の大部分に介助が必要となる人の表出す
る意思について，「家族も看護師も医師も介護人もその
他大勢を含んだ生活世界全体の代弁を彼の口を借りて吐
き出させている」９）と川島は述べている。本研究対象者
からも，家族の仕事のために支援を得ることが難しいと
考えて競技をしたいと言わなかったという体験が語られ
た。ただ当事者が表出する意思を尊重するだけでなく，
医療職を含めた周囲の人々が当事者の希望や可能性に対
して開かれた態度をもっていることが重要である。
　以上のことから，看護師は競技参加によるデメリット
だけでなく，当事者の主体的な取り組みによって得られ
るメリットを理解し，それらを当事者及び当事者の周囲
の人々と共有した上で，当事者の自己決定を尊重し，支
えることが重要であると考えられる。
３．競技者を取り巻く環境における困難について
　上田によると，障害者の社会的活動への参加制約は，
機能・構造障害が原因となって起こる活動制限と社会環
境的条件をかけ合わせて起こると述べられている10）。本
研究結果からは，重度身体障害を有する人のスポーツ参
加を制約する社会環境的条件が具体的に明らかになっ
た。すなわち【社会資源の不足と経済的負担】，【競技
者・協力者・練習場の不足】という社会環境的条件と，
移動や練習に補助が必要であるという活動制限とが合わ
さって競技参加を制約していることが示された。また
上田は，偏見や差別でも参加制約が生じると述べてお
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図１　 電動車椅子サッカーに取り組む重度障害を有する競技者が体験している困難と
競技に取り組む意義に関連するカテゴリーの関係性
43千葉看会誌　VOL.18 No.２ 2012. 12
り11），本研究結果の【医療職の理解不足】は，偏見によ
る参加制約にあたると考えらえる。また，【社会資源の
不足と経済的負担】，【競技者・協力者・練習場の不足】
には，重度身体障害を有する人の生活におけるスポーツ
参加や，スポーツを通したその人らしい生活の実現とい
う選択肢を十分想定していないことも原因となっている
と考えられ，社会における偏見が根底にあると考えられ
る。
　本研究の対象者は，経済的負担に対応でき，家族の協
力が得られ，医療職の理解不足の中でも意思を貫いた人
である。このような限られた人のみが参加できるのでは
なく，重度身体障害者のQOL向上の選択肢の一つとし
てスポーツ参加が自由に選択できるように，社会資源の
整備や重度身体障害を有する人のスポーツ参加への理解
が社会に浸透することが必要である。現状では，競技参
加のために利用可能な社会資源に関する情報を，当事者
及び家族に提供することが重要であると考える。
４．競技者の内面に起こる困難
　【より高い目標をもつこと】という価値観の再構築は，
競技を通して得られた自信や希望によって促進されるだ
けでなく，【競技の継続について揺れ動く気持ち】とい
う病状の進行による身体機能の低下という危機よっても
促進されていた。【競技の継続について揺れ動く気持ち】
は，競技についての悩みにとどまらず，生活全般や将来
への不安と捉えられ，病状の進行に伴い身体機能が障害
される神経難病患者のQOL低下及び死への不安として
示されるスピリチュアルペイン12）と共通すると考えら
れる。こうしたスピリチュアルペインに対して，病状の
進行に伴う当事者の価値観の再構築を支える心理的支援
が重要である13）14）ことが報告されている。また，価値
観の再構築は当事者が行う主体的な行為であるが，疾患
や障害によっては一人で為すことが難しいことがあり，
パートナーシップの必要性が指摘されている15）16）。進
行性疾患をもつ人の場合，病状の進行に伴ってスピリ
チュアルペインは繰り返し体験されることや，いずれ競
技の継続が困難となる時期がくることから，競技者が必
要とするときに心理的支援を提供できる専門職の存在が
必要であると考える。
　また本研究対象の脊髄損傷の競技者は，受傷から10年
以上経過し，就職の準備をしている状況であった。脊髄
損傷者にとって，受傷からの時間経過は希望を育む要因
の一つである17）と報告されている。しかし，時間が経
過しても心理的苦痛を持ち続ける場合や，様々なきっか
けによって心理的に揺れ動く場合もあることから，受傷
からの期間にかかわらず，脊髄損傷の競技者への心理的
支援も必要であると考えられる。
　以上のことから，重度身体障害を有する人が生きる目
的や自尊心を回復し，価値観を再構築することを支える
ために，疾患や障害の理解に基づいた心理的支援を提供
することが必要であると考えられる。
５．看護への示唆
　これまで述べてきたことから，重度身体障害を有する
人のQOL向上を支える看護への示唆を以下にまとめる。
まず，当事者の希望や可能性に対して開かれた態度をも
ち，重度身体障害を有する人が競技に取り組む場合のメ
リットとデメリットを理解し，当事者の自己決定を尊重
し，支えることが必要である。そして，競技に参加する
際に利用可能な社会資源に関する情報を当事者及び家族
に提供することが重要である。また，疾患や障害の理解
を踏まえた心理的支援の提供によって，競技者が生きる
目的や自尊心を回復し，価値観を再構築することを支え
る看護を提供する必要がある。
Ⅶ．本研究の意義と限界
　本研究の意義は，重度身体障害を有する電動車椅子
サッカー競技者が体験している困難と競技に取り組む意
義について，競技者の語りから明らかにすることができ
た点である。今回は，様々な困難に対処して競技を継続
している人を対象としており，一般化には限界がある。
今後，競技に取り組めない人を対象とした研究や，競技
者への心理的支援を実施し，その内容を検討する研究が
必要であると考える。
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THE DIFFICULTIES EXPERIENCED BY POWER CHAIR FOOTBALL PLAYERS WITH SEVERE 
PHYSICAL DISABILITIES AND THE MEANING OF THEIR PARTICIPATION
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 This study aimed to clarify the difficulties experienced by power chair football players with severe physical dis-
abilities and the meaning of their participation. 
 The subjects were 6 adults with severe physical disabilities who had been playing power chair football for more 
than 1 year. During semi-structured interviews, the players were asked about the difficulties they experienced in playing 
power chair football and the meaning of their participation. Interview data were analyzed qualitatively.
 The following results were obtained. Five categories related to difficulties experienced by the players were identi-
fied: “inadequate social support and economic burden”, “a lack of players, supporters and gymnasiums”, “risk of injury 
and fatigue”, “inadequate emotional stability to continue participation” and “inadequate understanding among health 
professionals regarding participation in sports by people with severe physical disabilities”.
 Three categories related to the meaning of participating in power chair football were identified: “acquiring purpose 
in life, being satisfied with life and having team members as friends”, “regaining physical control over one’s own body 
and everyday life” and “having larger life goals”.
 These findings suggest the importance of respecting the self-determination of a person with severe disabilities to 
participate in sports with an understanding of the merits and demerits of participating in sports. These findings also 
indicate that presenting information about social support to both the players and their families and offering players 
adequate psychological support based on an understanding of diseases and disabilities can facilitate the recovery of 
purpose in life and pride, and rebuild their sense of value in living with disabilities.
